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人口 と世帯

50.･.1現在

男　5  .718人

女　6  .063人

計　ll .8 人

世帯数2  . 6

記
　

念
　
樹

ば
く
た
ち
は

白
か
ば
の
木
と
い
っ
し

よ
に

育
っ
て
行
く

大
地
に
根
を
は
り

広

い
大
空
に
む
か
っ
て

そ
こ
は
、

は
て
し
な
く
高
い
け
ど

嵐
に
な
ん
か
負
け
な
い
で

強
く
ま
っ
す
ぐ
伸
び
て
行
こ
う

暖
い
日
ざ
し
に
め
ぐ
ま
れ
た
去
る
四

日
、
町
内
の
各
小
学
校
の
人
学
式
が
一

斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
．

こ
と
し
の
小
学
校
の
新
入
生
は
．
小

坂
小
二
〇
人
．
藤
田
小
八
十
五
人
、
森

江
野
小
．ニ
ト
二
人
．
人
木
戸
小
十
五
人

大
岐
小
五
人
（
国
兄
町
分
）
の
、
合
針

百
五
十
七
人
で
、
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル

を
背
に
元
気

い
っ
ぱ
い
登
校
し
ま
し
た
．

（
写
真
は
少
坂
小
学
校
一
年
生

の
記

念
植
樹
）



町
長
施
政
方
針
の
要
旨

昭
和
五
十
年
度
一
般
会
計
の
予
算

綸
成
に
あ
た
っ
て
は
、
総
靂
要
抑
制

下
に
あ
っ
て
町
財
政
は
極
度
に
逼
迫

し
て
い
る
現
状
に
あ
る
た
め
、
各
部

門
毎
に
事
業
内
容
の
緩
急
度
を
勘
案

し
慎
重
を
期
す
る
と
と
も
に
、
一
般

経
常
費
は
極
力
節
減
に
努
め
、
斬
現

叶
画
ぼ
差
し
控
え
る
方
針
で
編
成
を

い
た
し
ま
し
た
。

一
民
生
関
係

に
つ
い
て
は
．
高
福
祉

の
推
進
が
強
く
望
ま
れ
る
現
今
．
各

檀
施
設
の
充
夷
は
勿
論
、
町
独
自
の

施
策
と
し
て
、
重
度
身
陣
者
医
療
制

度
を
拡
大
し
身
障
者
に
あ
っ
て
は
三

縁
を
逸
加
、
精
薄
者
に
あ
っ
て
は
全

て
を
対
象
と
し
、
広
く
恵
ま
れ
な
い

方
々
の
福
祉
増
進
を
図
る
と
と
も
に

民
協
の
協
力
を
得
て
心
配
ご
と
相
談

所
を
開
設
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

二
農
林
業
に
つ
い
て
は
、
農
産
物
、

畜
産
物
価
格
の
不
安
定
な
ど
か
ら
相

変
わ
ら
ず
専
業
農
家
は
減
少
を
示
し

農
外
収
人
に
多
く
を
依
存
す
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
『

は
場
の
整
備
、
農

林
道
の
螯
備
に
よ
る
近
代
化
を
僧
し

進
め
る
と
と
も
に
、
農
協
の
冑
成
強

化
と
相
ま
っ
て
主
産
地
形
成
を
図
っ

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ゴ
ー商
工
業
の
娠
舞
に
つ
い
て
は
．
昨

年
実
施
し
た
商
店
診
断
に
よ
り
各
般

に
わ
た
っ
て
俄
告
さ
れ
ま
し
た
が
．

特

に
当
町
は
小

企
業

が
多
く
、
そ
の

基
盤
も
珊

い
の
で
金
融
面
よ
り
強
化

を
図
る
た
め
振
興
預
託
金
を
倍
増
し

県
の
指
廊
の
も
と
に
、
そ
の
宵
成
に

努
め
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
．

四
土
木
事
業
に
つ
い
て
は
、
総
需
要

抑
制
下
に
あ
る
関
係
上
、
当
面
は
、

継
続
事
業
、
生
活
関
連
事
業
を
重
点

と
し
て
実
施
し
な
が
ら
、
国
、
県
の

方
針
と
財
政
的
な
具
合
い
を
考
虚
の

上
、
逐
次
追
加
す
る
方
針
で
あ
り
ま

す
。

五
嗷
脅
費
に
つ
い
て
は
。
町
の
基
礎

造
り
で
あ
り
、
で
き
る
限
り
確
保
し

た
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
。
町
史
繃
さ
ん
４
業
に
つ
い

て
は
本
年
度
を
も
っ
て
完
成
せ
し
め

た
い
所
存
で
あ
り
ま
す
。

算のあらまし

特別会計　３億３千万円

一
般
会
計

八
億
八
千
七
十
万
円

昭
和
五
卜
年
三

月
定
例
町
議
会

は
三

月
十
ｕ

か
ら
鬨
十
五
日
ま
で
の
会
期
で

闘
か
れ
、
昭
和
五

十
年
度
当
初
予
算
な

ど
。こ
十
瓦
議
案
が
提
出
さ
れ
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

町
議
会
で
承
認

さ
れ
た
昭
和
丘
十
年

度
の
当
切
ｙｒ

算
は
一
般
会

計
で
八
億
八

１

匕
十
万
円

、
特
別
会
計
で
三
暘

Ｊ一
千

。一
百
川
卜
八
万
四
千
円
と
な
り
、
前
年

度
当
初
予
算
に
吋
し
て
。
一
般
会
針
で

二
八
・
四
％
、
特
別
会
針
で
は
ニ

ー
・

四
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
の
増
加
は
医
療
費
等
の
値

上
げ
蕃
に
よ
る
囚
民
健
康
傑
険
特
別
会

計
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。
一
般
会

計
の
増
加
は
義
務
的
経
費
の
伸
び
に
よ

る
も
の
で
、
建
設
事
業
等
の
投
資
的
経

費
は
。
む
し
ろ
減
少
し
て
お
り
本
年
慶

の
予
算
は
、
か
つ
て
な
い
非
常
に
厳
し

い
予
算
編
成
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
月

号
で
は
主
と
し
て
一
般
会
叶
に

つ
い
て
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

〔
歳

入

〕

地
方
交
付
税
収
入

全
体
の
五
七
％
占
め
る

歳
人
で
最
も
多

い
の
は
地
方
交
付
税

の
五
億
二

百
万
円
で
、
前
年
に
く
ら
べ

約
一
億
三
子
万
円
（
三
四

・
九
％

）
の

増
加
を
し
て
お
り
、
構
成
費
に
お
い
て

も
歳
入
全
体
の
五
七
・
〇
％
を
占
め
、

町
最
大
の
財
源

と
な
っ
て
お
り
。
依
然

と
し
て
依
存
財
源
に
頼
る
と
い
う
運
営

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
地
方
交
付

税
は
財
政
需
要

と
財
政
収
入
の
状
況

に

応
じ
、
一
定
の
行
政
水
準
を
維
持
さ
せ

る
た
め
、
い
わ
ゆ
る
貧
し
い
地
方
公
共

団
体
に
対
し
て
国

か
ら
交
付
さ
れ

る
も

の
で
す
。
地
方
交

付
税

に
は
瞽
通
交
付

税
と
特
別

交
付
税
と
に
分
か
れ
て
お
り

そ
の
総
額
は
国
税
（

所
栂
税

、
法
人
税

酒
税
）
の
三
二
％
の
麟
と
定

め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ

く
予
定

の
町
税
は
、
歳
入

全
体
の
一
五

・
七
％
で
一
傳
三
千
八
百
六
十
四
万
二

千
円

で
前
年
と
比
べ
る
と
、
約
一
千
万

円
（
八

・
三
％
）
の
増
加
と
な
っ
て
お



昭和50年度予

一般会計　８億８千万円

り
、
町
税
の
内
訳
は
別
表
の
と
お
り
と

な
っ
て
お
り
ま
す
．

国
、
県
支
出
金
は
、
国
や
県
が
町
な

ど
の
地
方
公
共
団
体
が
梓
定
の
行
政
を

行
う
場
合
、
こ
れ
に
嬰
す
る
経
費
に
対

し
、
そ
の
財
源
と
し
て
、
国
、
県
か
ら

一
定
の
割
合
で
交
付
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
．
圃
庫
支
出
金
は
七
千
五
百
五
拾
万

円
で
皮
入
総
額
の
八
・
六
％
を
占
め
、

県
支
出
金
も
四
千
十
五
万
七
千
円
で
四

・
六
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
．

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
、
公
営
住
宅
や
町

道
の
建
般
の
た
め
の
借
金
と
し
て
の
町

濆
に
約
四
千
万
円
、
自
助
皿
取
紺
税
交

付
金
と
し
て
約
一
千
五
百
万
円
．
地
方

餓
与
税
．
約
一
千
三
百
万
円
、
分
担
金

及
び
負
担
金
、
約
一
千
三
百
万
円
、
使

用
料
及
び
手
数
料
、
約
一
千
二
百
万

円

な
ど
が
主
な
る
財
源
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

〔
歳

出

〕

墮

｀
費

二
千
八
百
丘
十
八
万
円

議
員
報
酬
．
会
議
旅
費
、
調
査
旅
費

な
ど
の
議
会
連
営
費
と
事
務
局
費
か
ら

な
っ
て
お
り
．
町
議
会
の
円
滑
な
迎
賞

を
は
か
る
た
め
の
も
の
で
す
．

※

町
史
Ｉ
・
４
卷
を
発
刊

総
務
費

一
億
七
千
一
こ
百
四
十
二
万
円

当初予算歳入歳出の状況

※ 町 税 の 内 訳

固定 資 産 税
十円

60 704
％

43 . 8
電　 気　 税 十円

7 265
％
5.2

町　 民　 税 46 , 439 33 . 5 木 材引 取 税 20 -

市●HIたぱ
，

消　 費　 税
19.117 . 8 特別土地保有税 l. 382 1.0

軽 自 助 車税 3 . 5 2.7 針 8.642 100

１人当り　　　　ll  .7 円　　　　 Ｉ世帯当り　　　5  し 520円



歳
出
で
最
も
多
く
。
総
額
の
十
九
・

七
％
を
占
め
て
お
り
ま
す

。

そ
の
主
な
る
も
の
は
町
三
役
や
一
般

職
μ

の
人
件
費
な
ど
の
一
般
管
理
費
、

町
報
印
刷
な
ど
の
文

書
広
報
費
、
財
産

管

理
費
、
町
史
紹

さ
ん
費
。
徴
税
費
、

。尸
菻
住
民
登
録
等

に
要
す
る
経

費
、
選

掌
費
、
各
観
統
針
調
査
費
な
ど
町
民
生

活
の
安
定
向
上
の
た
め
の
一
般
的
事
務

に
嬰
す
る
い
わ
ゆ
る
、’
経
常
的
な
費
川

で
す
。

※

尭
成
近
い
贄
鏝
老
人

ホ
ー
ム

民
生
費

一
億
三
千
三
百
六
十
一
万
円

町
民
の
福
祉
の
向
上
と
充
実
を
は
か

る
た
め
の
民
生
費
は
本
年
度
も
老
人
や

児
童
の
福
祉
が
最
重
点
と
な
っ
て
お
り

老
人
医
療
費
の
た
め
の
扶
助
費
、
児
竃

手
当
支
給
の
扶
助
費
、
養
護
老
人
ホ
ー

ム
組
合
負
担
金
な
ど
が
そ
の
主
な
る
も

の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
前
年
と
比
べ

て
約
四
千
五
百
万
円
（
五
万

四
％
）

増
加
し
て
お
り
、
総
額
の
一
五
・
二
％

を
占

め
て
お
り
ま
す
。

衛
生
賢
　

七
千
二
十
六
万
円

町
民
の
健
康
を
守
る
た
め
、
成
人
病

険
鰺
を
は
じ
め
各
橦
の
予

防
対
策
や
清

潔
で
美
し
い
町

づ
く
り
を
す
る
賢
用
で

す
。

主
な
る
も
の
と
し
て
、
公
立
病
院
飢

合
負
担
金
、
伊
達
衛
生
処
理
組
合
負
担

金
な
ど
で
ｒ

。

前
年
に
比
ぺ
て
み
る
と
。
釣
三
千
三

百
万
円
（
八
七
・
六
％
）
の
増
加
を
示

し
。
伸
び
車
で
は
歳
出
の
中
で
最
高
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

豪
小
畑
、
鳥
取
林
道
の

川
設
亊
鵞
を
続
行

農
林
水
産
業
費九

Ｆ
三
百
六
十
八
万
円

農
林
桑
の
生
産
基
盤
の
螯
俶
や
経
営

近
代
化
の
た
め
の
施
設
整
蚶
に
嬰
す
る

費
用
で
、
ほ
鳩
螯
庸
．
林
道
開
設
事
業

な
ど
が
主
な
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま

大

前
麓
」
と
比
べ
ま
す
と
川
体
営
か
ん

が
い
事
業
が
完
了
し
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
約
．
千
八
百
万
円

こ

六
・
四
％
｝

の
減
少
と
な
っ
て
お
ｎ
’
ま
す
．

峯
公
営
住
宅
上

尸
建
設

土
木
費

一
噫
六
ｆ
丘
百
ヒ
ト
四
万
円

道
路
の
新
設
改
良
賛
を
は
じ
め

。
道

路
檎
粱
維
持
賀

。
河
川
雛
持
費
、
公
営

住
宅
建
設
費
、
郎
市
升
画

費
な
ど
ｔ

と

し
て

建
般
的
事
業
が
計
上
さ
れ
る
土
木

費
は
、
前
年
に
く
ら
べ
約
三

千
万
円

（
二
二
・
五
％
）
の
増
加
を
示
し
て
お

り
ま
す
が
構
成
費
に
お
い
て
は
一
八

・

九
％
で
前
年
｛
二
二

・
五
％

｝
よ
り
吐

く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

教
育
費

一
噫
三
千
七
百
九
十
六
万
円

幼
児
教
宵
の
た
め
の
幼
稚
園
費
や
義

倩
教
育
の
た
め
の
小
中
学
咬
費
を
は
ド

め
社
会
教
宵
費
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た

め
の
保
健
体
青
費
な
ど
健
康
で
豊
か
な

情
操
と
、
声
い
知
性
を
備
え
た
円
満

な

人

づ
く
り
を
主

眼
と
し
た
学
校
教
宵
や

社
会
教
育
の
振
興
を
は
か
る
こ
と
を
基

本
方
針
と
し
て
お
り
ま
す
。

前
年
に
比

べ
て
約
三
千
一
こ
百
万
円
（

。二
二
・
二

％
）
の
増
加
を
示
し
、
構
成

費
も

匸
瓦
・
七
％
で
総
務
費
、
土
木
費

に
次
い
で
第
三
位

と
な
っ
て
お
り
ま
す

そ
の
他

火
災
な
ど
の
災
害
を
防
止
し
、
人
命

及
び
財
産
を
守
る
た
め
の
消
防
費
に
三

千
四
百
四
十
四
万
円
、
町
が
い
ま
ま
で

い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
す
る
た
め
、
国
や

県
か
ら
資
企
を
借
入
れ
た
。
い
わ
ゆ
る

借
金
返
済
の
た
め
の
公
憤
費
に
二
千
九

百
二
十
七
万
円
、
労
働
費
に
百
一
万
円

予
圃
費
に
百
万
円
な
ど
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

※特別会計予算
(千円)

会 計　 名 予　算 額

国民健康保険 325 , 263

貝田簡易水通 2 靆 引

人山 財 産 区 1 .825

育 英 財 産 区 2 , 243

人木戸財産区 538

藤 田 財 産 区 464

針 332 .4

※公営企業
水道事業会計予算

(千円)

収益的
収　入 38.499

支　出 .4

資本的
収　人 ０

支 出 4 .335

有
放
電
話
番
号
が

一
部
変
更

睥
桝
改
革
で
保
健
諄
が
新
設
さ

れ
た
の
に
と
も
な
い
、
役
場
内
有

線
電
略
の
番
号
が
一
部
変
更
に
な

り
ま
し
た
。

◇
総
務
課
　
4
1
5
4

◇
企
画
課
　

未
設
置

（
当
分
の
間
４
１

６
２
に
お
願
い

し
ま
す
）

◇
税
務
謡
　
4
1
6
3

◇
住
民
課
　

４
Ｉ
フ
５

◇
ほ
健
課
　

４
１
６
‐

◇
建
設
’″
　
4
1
6
2

◇
産
業
課
　
4
1
6
4

◇
会
計
室
　
4
1
5
3

◇
議
会
事
務
局
　
4
1
5
2

◇
教
育
委
員
会
　
4
1
7
1

◇
公
営
企
楽

水
道
課
　
2
0
8
7

（
新
設
）

新入児童を
交通 事故から守ろう



首
都
圏
へ
直
結

四
月
一
日
、
町
民
待
盟
の
東
北
自
勅

車
道
「
郡
山
Ｉ
白
石
」
関
、
八
三

∴

キ
ロ
の
一
般
供
用

が
聞
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
で
『
岩
槻
Ｉ
仙
台
』
間
が
全
而
闃

通
し
．
国
兄
町
も
い
よ

い
よ
首
鄒
圈

と

直
結
し
ま
す
．

こ
れ
か
ら
は
．
産
裏
、
経
済

、
文
化

の
飛
躍
的
発
展

が
予
想
さ
れ
．
地
城
間

発
の
大
動
脈
と

し
て
大
き
く
期

侍
が
か
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

あ つかし山 頂

から高速 道 路

を望 む（上）

「
一

山
卜
白
石
」
閨
爬
通
式

ひ

と

く

ち

メ

モ

｛

国
見
町
｝

本

道

・
延
長
・：
七
・
二
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

・
面
積
・；
四
〇
ヘ

ク
タ
ー
ル

（
四
〇
町
歩

）

・
道
輻
：
二

三

メ
ー
ト
ル

（
片
側
ト
メ
ー
ト
气

分
離

帯
一
ニ
メ
ー
ト
ル
）

・
移

転
し
た
家
曜
‘：
四
十
九
戸

ヘ
ー
‘Ｃ
　

Ｓ
Ａ
も
含
む

）

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

・
総
ｉ

稙
一
二
・
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
シ
ン

グ
ル
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
型
。。
県
内
最
小

の
Ｉ
Ｃ
で
あ
る
。
高
速
道
路
の
出
入

口
に
あ
た
り
、
県
北
地
方
の
果
樹
、

杤
ｙ
に
モ
モ
、
リ
ン
ゴ
な
ど
を
高
速
ル

ー
ト
で
連
ぶ
た
め

に
計
画

さ
れ
た
。

サ

ー

ビ

ス

エ

リ

ア

・
連
転
手
の
疲
れ
た
神
経
を
休
ま
せ
る

い
こ
い
の
鳩
。
上

り
線
。
下
り
線
と

も

に
総
面
禎
九
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
、
レ

ス
ト
（

ウ
ス
、
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド

な
ど
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
駐
車
場

は
二
百
台
が
収
容
で
き
る
。
阿
武
隕

山
系
と
信
遠
平
野

が
一
望
で
き
る
。

ス

ピ

ー

ド

・
最
商
制
限
速
度
は
、
乗
用
巾
、
バ
ス

奩
通
貨
物
巾
｛
積

敏
量
ａ

ｔ
未
満

｝

か
μ

キ
ロ

。
軽
白
動
申
、
自
動
こ
帖

車

、
三
輪
呶
、
大
型
貨
物
聿
（
積
載

鼠
五
ｔ
以
上
匸

大
型
特
殊
嘔

が
八

十
キ
ロ
。
最
低
速
慶
は
い
ず
れ
も
五

十
キ
ロ
と
な
っ
て
い
る
。
Ｉ
ｃ

の
出

人
り
道
路
で
は
さ
ら
に
四
十
キ
ロ
以

ド

に
ダ
ウ
ン
。
ま
た
積
雷
状
態
に
よ

り
ス
ピ

ー
ド
剖
限
を
う
け
る
こ
と
も

あ
る
。

自動 車道 建設 の あ ゆ み

(国見町)

41.17.25東北白遭車道「治績一仙台

」閥３１０㎞の整備計画決

まる

８．８予定蹄線の発表

43. 8. ｰ国見町東北自動水遍路建設

対策1本部を設置

8 .29 rａ 鳥一国兄」闘40  m の

禳定路線の発 表

9.10地権者会の発足

44， 3 , 人字|Jj崎地内で町内第１号

の中心杭の設置

こ:;･
巾心 打 設 作

こ;
八東皿調査

4?’Ｕ ｌａ･ 回･

6.3.27大字貝田地内にサーピスエ

リア施設の娃設発表

47.3.10国兇インターチェ ンジ設置

建設の発表

50-4. ｰ「郡山一白石」闘一般供用

開始

『岩輹‐ 仙台』間316.3kｓ全

面開通

普 通 車 の 料 金 表

国見1きil llSe 弓ぎ 郡山ｲ11虻矢吹 白河 白石 皿第 台 字 都冶槻

Ｈ
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日
本
舞
踊

松
島
会

幕
末
の
峨
、
加
賀
百
万
石

と
い
わ
れ

た
前
田
家
に
お
出
入
り
の
だ
く
さ
ん
の

ね
狂
言
師
の
う
ち
、
最
上
級

と
い
わ
れ

た
の

が
坂
東
三
津
江
で
あ
っ
た
。
そ
の

門
下
生
で
、
本
名
松
并
る
い
と
い
う
人

が
創
流
し
て
今
日

に
至
っ
て

い
る
の
が

日
本
舞
踊
松
鳥
流
で
あ
る
。

昭
和
四

十
八
年

に
は
、
家
家
宝
壕
刷

場
で
劃
流
百
年
記
念
祭
舞
踊
会
を
行
っ

た
。
現
在
の
家
元
松
鳥
金
昇

は
五
世
で

東
京
に
在
り
、
歌
舞
伎
座
や
新
橋
演
舞

増
な
ど
一
流
刷
場
で
盛
大

な
公
演
活
助

を
つ
づ
け
て

い
る
。

お
狂
酋
師
と
は
、
大
名
の
大
奥
の
お

そ
ぱ
仕
え
し
て
踊
り
や
歌
毎
伎
を
披

露

す
る
女
師
匠
の
こ
と
で
あ
る
。

当
町
の
阿
部
禅
子

さ
ん
は
、
芸
名
松

鳥
舛
弘
と
い
い
、
二
世
家
元
の
直

弟
子

と
し
て
そ
の
訓
育
を
受
け
名
取
と
な
っ

た
。
昭
和
三

十
八
年
国
見
町
に
帰
郷
し

婦
人
会
活
助
な
ど
を
続
け
る
な
か
で
、

特
に
そ
の
特
技
を
発
押
し
て

い
た
が
、

四
十
四
年
十
一
月
、
川
志
遠
の
熱
心
な

勧
め
で
、
舞
踊
研
究
グ
ル

ー
プ
松
島
会

を
つ
く
り
そ
の
指
導
者

と
な
っ
た
。

松
鳥
僉
は
、
現
在
正
会
μ

二
十
五
名

単
会
員
十
名
で
、
Ｈ
本
舞
踊
を
建
前

と

す
る
が
。
会
員
の
希
鼠

に
よ
り
民

謡
舞

踊
も
研
究
す
る
。
礑
古
は
週
一
回

師
匠

宅
で
、
個
人
教
授
で
行
う
。
水
、
土
昭

凵
の
午
険

と
、
金

、
土
曜
日
の
夜
と
に

分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
郁
合
の
よ
い
時

に
通

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

秋
の
町
文
化
祭

に
は
、
毎
年

勉
強
会

の
意
味
も
含

め
て
参
加
出

演
し
、
好
評

を
愽
し
て
い
る
。
近
頃
は
子

ど
も
の
会

貝
も
ふ
え
。
ま
た
中
年
婦
人

の
連
助
不

足
や
ス
ト
レ
ス
解
消
に
特
効

あ
る
と
門

下

生
は
喜
ん
で
稍
古
に
励
ん
で

い
る
。

し
だ
い
に
レ

ジ
ャ
ー
時
代
を
迎
え
る

傾
向
に
あ
る
こ

の
頃
の
せ
い
か
、
新
人

舟
望
者
も
あ
り
、
民
Ｍ
発
’
″

会
へ
の
応

援
参

加
を
し
た
り
し
で
松
鳥
会
は
は
り

き
っ
て
い
る
。

民謡発表会の応援

４月｛ うづき｝

１８日◇発明の日

２０口◇逓龠記念日◇郵便
週間◇切手趣味週間

２１日◇較雨（こくう）
２７日◇町議会議員選挙投

票日
２９Ｈ◇天皇誕生日

５月（ さつき）

ＩＨ◇メーデー
２日◇八十八夜
３ 囗◇憲法記念［1

5 日◇こどもの日◇端午◇
児童福祉週間

８凵◇世界赤十字デー
１０口◇愛鳥週問
１１日◇ほの日

〔メモ〕

水ぬるむ頃になると金魚

が活発に動き出しま十。
金魚の見方は ヒ`レがそ

ろ っていて色が鮮やかでフ
ンを長くひく!､のは健康で

す。また群れを作-Ｊて他と
同じ行動をとっているのが
良く、一匹離れているのは

さけま十。衾魚では付和雷
同型に兇えるものが良いと

い うことですね。

国 見 史 跡 めぐり

塚野目城について
⑭

国
兄
町
内
に

在
住
す
る
人
々

で
塚
野
目
城
の

名
を
知
ら
な
い

人
は
あ
ま
り
い

な
い
と
思
わ
れ

る
程
宵
名
で
あ

る
が
。
し
か
し

名
は
細
っ
て
い

て
も
、
そ
の
実

体
を
知
っ
て
い

る
人
々
は
少
な

い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

城
の
規
模
は
、
東
西
が
杓
一
〇
〇
メ

ー
ト
ル
、
南
北
が
約
七
五
メ
ー
ト
ル
刊

の
長
方
形
を
し
た
形
で
、
そ
の
周
り
に

は
輻
が
釣

て

了
一
ニ
メ
ー
ト
ル
の
湟
が

め
ぐ
ら
さ
れ
、
城
内
に
は
高
さ
釣
五
メ

ー
ト
ル
、
輻
が
杓
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
上

疂
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
た
。
現
在
は
内

方
に
一
郎
そ
の
形
を
と
ど
め
て
い
る
。

南
と
北
に
人
口
、
出
口
が
あ
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
城
の
規
模
は
山
崎
城
や

石
毋
Ⅲ
城
に
比
較
す
れ
ば
小
さ
い
が
。

町
内
に
殃
さ
れ
て
い
る
城
鎗
の
中
で
は

傑
存
状
況
が
よ
い
と
言
え
る
。

当
城
が
歴
史
上
に
表
わ
れ
て
く
る
の

は
南
北
朝
争
乱
期
の
一
三
四
〇
～
五
〇

年
代
で
、
城
主
は
北
由
観
膺
の
子
思
、

吟

二
位
左
中
将
源
正
教
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
が
Ｉ『
靈
山
軍
記
・
北
畠

‘・一
篇

』

に

よ

る

）

一

般

に

流

布

し

て

い

る

尊

卑

分

脈

な

ど

の

系

図

に

は

正

教

の

名

が

表

わ

れ

て

こ

な

く

、

別

史

料

で

こ

の

こ

と

を

確

か

め

る

こ

と

が
で

き

な

い

の

が

残

念

で

あ

る

。

こ

の

騰

、

塚

野

月

城

が

ど

の

よ

う

な

歴

史

を

た

ど

っ

た

の

か

史

料

上

に

喪

わ

れ

な

い
の

で

さ

だ

か
で

な

い

が

。

敏

と

し

て

の

保

存

が

よ

い
こ

と

な

ど

を

考

え

る

と

。

険

の
吟

代

に

お

い

て

も

そ

の

役

割

を

は

た

し

て

い
た

と

い

え

よ

う

。

昭

和

十
四

年

、

森

江

野

村

で

は

北

畠

顫

掌

の

六

〇

〇

牟

祭

に

当

り

、

塚

野

目

城

に

紀

念

碑

を

建

立

し

、

ま

た

『

郷

土

の

跨

『
塚

野

目

城

跡

』

』

な

る

小

冊

子

を

作

っ

て

村

民

に
配

布

し

た

。

現

、

「

正

法

寺

」

名

は

、

正

軟

を

正

法

と

し

た

も

の

と

い

わ

れ

て

い
る

。

東側の 漕(南から北を望む)



あ
そ
び
場

が
で
き
た

／・

－

光

明

寺
－

町
で
は
、
明
る
く
健
や
か
な
児
童
を

育
て
よ
う

と
遊
び
場
を
つ
く
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
こ
の
、
通
袮
わ
ん
ぱ
く
広

場
が
、
森
山
に
続
き
こ
の
ほ
ど
光
明
寺

に
完
成
し
ま
し
た
。

光
明
寺
、
褊
聚
寺
前
に
あ
る
こ
の
広

場

は
、
小
商
い
見
晴
ら
し
の
よ

い
所
で

部
落
の
人
た
ち
み
な
さ
ん
の
、
然
意
あ

る
要
望
と
協
力

に
よ
っ
て
つ
く

ら
れ
ま
し
た
。

工
事
費
は
約
五

ｔ
五
万
で
、
こ

れ
か
ら
の
管
理

も
部
落
の
人
た

ら
が
や
っ
て
く

れ
ま
す
。
ま
た

こ
の
場
所
は
、

福
聚
寺
が
無
償

で
食
し
て
く
れ

た
も
の
で
す
。

遊
具
は
、
ブ

ラ
ン
コ
、
す
べ

り
台
、
遊
助
盤

ゆ
り
か
ご
、
低

鉄
棒
が
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
も

大
喜
び
、
春
の

訪
れ
と
と
も
に
元
気
い
っ
ぱ
い
遊
べ
る

で
し
よ
う
。

【
ゆ

り

か

ご

で

遊

ぷ

子

ど

も

た

ち

】

町で初の歩道橋完成
４号線県北中学校わきに

国
見
町
で

は
切
め
て
の

横
断
歩
道
檎

が
、
国
道
四

号
線
廴
．
県

北
中
学
校
脇

に
こ
の
ほ
ど

立
派
に
完
成

し
ま
し
た
、

国
道
四
号
線

は
、
し
（
死

ゝ
号
線
と
呀

わ
れ
る
ほ
ど

交
通
事
故
が

多
く
、
か
っ

文
通
量
の
激
し
さ
は
全
国
で
も
馴
指
の

倒
通
で
す
。

こ
の
歩

道
鴣
は
、
少
し
で
も
歩
行
古

の
安
全
を
守
ろ
う
と
す
る
町
の
要
望

が

実
り
、
総
匸
費
二
ｆ

百
七
卜
万
円
を
投

じ
て
。
建
設
Ｘ
‥
家
北
地
方
趣
般
局
橸
鳥

工

事
嚊
務
所
の
手
に
よ
っ
て
工
事
が
進

め
ら
れ
て

い
た
も
の
で
す
。

輜
は
こ
・
三
メ
ー
ト
ル
、
自
転
申
の

利
用
も
可
能
で
す
。
ま
た
、
特
に
耆
禎

お
よ
び
凍
結
防
止
の
た
め
の
ロ
ー
ド
ヒ

ー
チ
ン
ク
も
峰
え
付
日

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
少
行
者
や
中
学
生
の

安
全
を
図
る
少
道
鴣
で
す

。。
国

道
を
横

断
す
る
時
は
必
ず
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

完
成
し
た
歩
道
橋

山
火
事
を

な
く
そ
う

防
霜
対
策
に
万
全
を

四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
は
、
寒
暖

の
変
動
が
大
き
く
、
４
の
お
り
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

テ
レ
ビ
。
ラ
ジ
オ
の
予
報
に
充
分
注

意
を
し
、
資
犲
の
確
保
に
万
全
を
期
し

て
く
だ
さ
い
。

(３月中に婚姻届された人)

吉
田

俊
江
　

駅
前

｛

高
檎

廣
’ｒ
　

白
石
市

小
鳥

利
夫
　

第
十
二

｛

菅
野
　
せ
い
１

保
原
町

大
波

勇
一
　
　
旃
九

｛

佐
久
間
サ
ト
ｆ

第
二

渡
邊

孝
一
　
　
山
崎
北

｛

阿
部

素
子
　

福
鳥
市

齊
藤

武
徳
　

貝
田

｛

半
沢

幸
子
　

白
石
市

武
Ⅲ

正
昭
　

第
三

｛

鈴
木

牋
子
　

橸
島
市

｛

佐
藤

幸
蔵
　

板
植

阿
部
　
タ
カ
１

貝
田

Ⅲ
村

幸
司
　

禅
氷
山

｛

高
原

律
子
　

泉
田
下

佐
藤

幸
｝
　
　
高
城

｛

菅
野

由
理
子

内
谷
西

佐
藤

武
夫
　

宮
北

｛

大
野

れ
い
子

宮
北

新
妻

正
之
　

藤
田

｛

齊
藤

秋
子
　

小
坂

齊
藤

年
　
　

貝
田

｛

佐
藤
　
フ
ミ
子

貝
田



保
健
課
を
新
設

町
の
行
政
機
構
を
改
革

四
月
一
日
ス
タ
ー
ト

地
方
自
治
制
度
を
整
備
す
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
法
の
改
正

や
新

し
い
制
慶

の
立
法
化
が
扣
次

い
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
地
城
開
発
、
住
民
の
福
祉

向
上
な
ど
対
住
民
関
係
の
業
務
が
新
設

さ
れ
、
事
務
皿

が
ま
す
ま
す
増
大

か
つ

複
雑
化
さ
れ
て
お
り
ま
す

町
で
は
、
こ

れ
ら
行
政
需
要

に
対
応

し
、
よ
り
一
層
住
民
の
サ
’

。
ビ
ス

に
つ

と
め
る
た
め
、
昨
年
末
、
行
政
機
構
研

究
会
を
発
足

し
研
究
を
重
ね
ま
し
た
。

そ
の
結
米
次
の
よ
う
に
改
正

さ
れ
、
丘

十
年
四
月
一
日
か
ら
実

施
さ
れ
ま
し
た

課
　
の

新

設

佳
民
譚
を
二

課
に
分

け
、
住
民
課
と

傑
健
ａ

に
し
ま
し
た
。
住
民
課

に
は
、

。尸
旛
住
民
係
、
福
祉
係

、
そ
し
て
新
た
。

に
生
活
環
塊
係
を
設
日
。
消
防

。
公
害

問
題
、
苦
楠
処
理
な
ど
を
担
当
し
ま
す

ま
た
、
保
健
課
に
は
国
保
係

と
保
健

衛
生
係
を
設
け
ま
し
た
。

企
画
室
を
企
画
課
に

今
ま
で
ま
で
あ
っ
た
も
の
を
ａ

に
改

め
、
特
に
、
住
民
の
声
を
反
映
し
き
め

こ
ま
か
な
行
政

の
推

進
を
図
る
た
め
、

広
報
広
聴
係
に
よ

る
対
話
の
町
政
を
す

す
め
ま
す
．．
そ
し
て
．
長
期
展
璽
に
立

つ
総
合
的
な
開
発
計
画
を
す
す
め
ま
す

係
に
つ
い
て

ｏ
建
設
課
に
郁
巾
整
瞋
係
を
析
し
く
ａ

け
、
ド
水
道
な
ど
、
都
市
化
が
す
す
む

に
つ
れ
て
の
鄒
市
的
譏
能
の
整
備
を
閣

り
ま
す

ｏ
評
価
の
嘔
務
虻
の
増
大
に
伴
い
、
税

務
課
に
斷
し
く
固
定
資
産
係
を
設
け
ま

し
た
。

辞
令
交
付
式

職
員
の

人

事
異
動

義
嫣
改
革
と
定
期
輿
動

に
よ
り
．
四

Ｈ

．
日
付
で
町

職
員
の
人
嘔
翼
動
が
発

令

さ
れ
ま
し
た
、
異
動
者
は
次
の
と
お

り
で
ｔ

．
　
　
　

｛

｝
内
は
旧
任

【
退
暇

】

▽
佐
久
川
忠
．‘ご

役
川

｝

▽
佐
藤

池
辺
｛
県
北
中
学
校

｝

▽
菊
地
ト
ミ
エ
｛
森
江

野
小
｝学
校

）

▽
菊
地
マ
ザ
ｆ

（
　
　

々
　
　

）

▽
佐
久
間
富
良
子
（

　
引
　
き

所
）

▽
菊
地

ヤ
ス

ー
森
江
町
小
幸
校

】

ト

ト
桑
折
給
食

セ
ン
タ
ー
へ

【
新
任
】

▽
佐
久
間
£

Ｉ
総
務
Ｊ

文
必
係

∇
膏
野
信
朗

―
税
務
丿
固
定

資
産
係

▽
後
藤
京
子
卜
住
瓜
課
福
祉
係

▽
金
井
邦
Ｆ
Ｉ
蘰
Ⅲ
保
″
″所

｛
内
部
翼
動

｝

ｏ

総
務
ａ

▽
庶

き

　
（

　

）

　

く

忠
雄

▽
庫
務
係

一
建
設
係
一
松
浦
頁
夫

▽
文

矗
係
艮

‘
福
祉
係

｝
人
沼
勉

ｏ

企
幽
４

▽
企
画
課
長
蕈
企
画
係
艮
｛

企
画
室
長

｝
赤
坂
正

勝
▽
企
画

係
（

徴
収
係

）
佐

４

則
蝮
▽
広
報
広
聴

（

　き
　当
　き

一

鈴
木
捷
治

▽
広
報
広
聴
係
｛
企
画
係

｝
　
ヨ
　
ト
ヤ「
い」

ｏ

悦
ａ

轟

▽
賦
４

係
長
『
徴
収
係
長
』
肩
水
良
男

▽
錻
ａ

係
（
閧
弩
係

）
奥
山
隆
夫
▽
徴

収
係
艇

‘
文
．″
係
長
）
佐
藤
春
夫

▽
徴

収
係
（

賦
課
係

）
斎
藤
慶
子

▽
固
定
資

産
係
長
（
企
画
係
長

）
須
剛
善
泊

▽
固

定
資
産
き
　（

　
ま
　
）

古
田
俊
江

○
睡
民
譚

▽
戸

碕
住
民
係
長
（
福
祉
係
長

）
山
田

久
▽
生
活
環
塊
係
長
｛
公
民
館
係
長
｝

佐
野
貞
治
▽
生
活
鳳

境
係
｛

庶
務
係
｝

鳥
橋
正

夫
▽
福
祉
係
長
（
賦
課
係
長
）

大
濆
敏
ｍ
刀
▽
福
祉
係
（
撤
収
係

）
佐
藤

光
一
▽
同
（
文
１
係

）
佐
藤
孝

０
　
き

▽
保
健
課
畏
｛

住
民
係
長

｝
大
波
勇
▽

保
健
衛
生
係
長
｛
水

道
係

｝
佐
竹
弘
治

▽
保
健
衛
生
係
｛

保
健
係

｝
光
野
ヨ
シ

▽
同
（
同

）
熊
坂
惣
五
郎

▽
同
（
同

）



佐
藤
秀
雄

▽
同
（
同

）
囚
分
次
樣

▽
同

（
同

）
古
川
正

▽
国
保
係
及
（
年
金
係

）
佐
藤
正
吉

▽
国

保
係
（
保
健
係
）
渡

辺
ヨ
シ
エ

▽
間
（
同

）
佐
藤
ト
ヨ
子

▽

同
（
同

）
武
田
智

○
産
業
課

▽
産
業
係
長
（
庶
務
係
長
）
大
内
正
葵

▽
産
業
係
（
賦
課
係

）
吉
Ⅲ
孝
夫

○
建
設
課

▽
建
設
課
長
孳
都
市
整
鱒
係
長
（
建
設

課
長
）
林
長
七
マ
建
股
係
（
保
健
係

）

吾
妻
正
子

▽
管
理
係
（
建
設
係
）
古
川

比
司

▽
同
（
同

’）
鴨
司
栄
一
▽
同
（
同

暗

藤
一
郎
▽
同
（
水

道
係
）
谷
津
富

男

▽
都
市
整
備
係
（
建
般
係
）
吉
田
貞

男
○
教
宵
委
員
会

▽
学
枚
教
育
係
（
建
股
係
）
佐
藤

幸
子

○
公
営
企
業
水
道
訝

▽
水

遭
係
長
（
年
金
係
長

）
并
砂
研
二
　

〇
公
民
館

▽
公
民
館
係
長
｛

産
業
係

｝
佐
久
間
靖

明巖
今

ま
で
役
場
の
二

階
に
ち
っ
た
伊
達

西
部
土
地
改
良
区
の
事
務
所
が
、
役
場

平
庫

の
二
階
（
元
共
済
組
合

事
務
所

）

に
移
り
ま
し
た
。

一
公
2
4
1
5

有
4
1
7
3
　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す

。

国
見
町

議
会
議
員
選
挙

投
票
日
は
４
月
2
7日

あ
な
た
の
投
禀
す
る
一
粟
が
、
今
後

四
年
間
の
町
政
に
つ
い
て
非
常
に
大
き

な
役
目
を
は
た
し
ま
す
。
あ
な
た
の
日

で
よ
く
兄
、
あ
な
た
の
耳
で
よ
く
聞
き

よ
く
考
え
て
自
由
な
一
巣
を
投
票
し
ま

不
在
者
投
票
お
よ
び
郵
便
に
よ
る

不
在
奮
投
票
（
在
宅
投
票
）

投
票
の
当
日
、
ど
う
し
て
も
投
票
所

へ
行
っ
て
投
票

が
で
き
な
い
方
の
た
め

の
制
度
で
す
が
、
不
在
者
投
票
の
で
き

る
期
間
は
、
告
示
の
日
（
二
十
日

）
か

ら
選
挙
期
日
の
前
Ｈ
ま
で
（
在
宅
投
票

は
選
挙
期
日
前
四
口
ま
で
）
で
す
。

不
在
者
投
票
を
さ
れ
る
方
は
。
送
致

を
受
け
た
投
票
を
投
票
管
理
者
に
送
達

す
る
関
係
上
。
早
め
に
す
ま
せ
て
ド

さ

い
。投

票
時
間
は
午

閥
七
時
か
ら
午
後
六

時
ま
で
で
す
。

異
動
届
は
忘
れ
ず
に

就
職

ヽ
進
半
、
転
魴
な
ど
、
四
月

は
最
も
異
動
の
多
い
月
で
す
。
住
所

を
離
れ
る
鳩
合
は
必
ず
、
転
出
証
明

を
持
っ
て
行
っ
て
。
新
し
い
住
所
地

に
転
入
届
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出

期
限
は
斬
住
所
に
移
っ
て
か
ら
二
週

間
以
内
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

う
っ
か
り
し
て
忘
れ
て
い
た
り
、

め
ん
ど
う
な
こ
と
だ
と
、
長
い
閥
ほ

う
り
出
し
て
お
く
と
、
職
権
で
住
所

を
消
す
、
つ
ま
り
住
所
不
定
に
な
り

て
し
ま
い
ま
す
。

住
所
を
異
助
し
た
場
合
は
忘
れ
ず

に
役
場
戸
蕀
住
民
係
ま
で
、
印
か
ん

と
国
保
加
人
の
方
は
被
保
険
者
証
を

お
持
ち
の
上
届
け
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
新
住
所
地
も
明
確
に
。

め
ぐ
ま
れ
な
い
人
を

幸

せ

に

町
で
は
め
ぐ
ま
れ
な
い
人
た
ち
が
少

し
で
も
卓
せ
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
次
の
こ
と

が
改

正

さ
れ
ま
し
た
。

○
重
度
の
心
身
障
書
書
の
医
療
費
無
料

の
範
囲

が
広
が
り
ま
し

た
。

昨
年
十
月
よ
り
瓜
度
の
心
身
障
害
者

の
医
療
費
が
無
料
に
な
っ
て
い
ま
す
が

瓦
卜
年
四
月
一
日
よ
り
そ
の
範
囲
が
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
身
体
障
害
者
の
等
級

が
現
在
実
施
の
一
級
二
級
に
、
さ
ら
に

三
級
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
精

神
簿
弱
者
の
陣
害
程
度
が
Ａ
｛
皿
度
｝

の
み
で
あ
っ
た
の
が
、
新
た
に
Ｂ
が
加

え
ら
れ
。
原
胄
手
帳
の
交
付
を
受
け
た

者
全
μ

の
医
療
費
が
無
科
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
町
独
自
の
も
の
で
、
新

た
に
三
十
八
名
の
方
が
該
当
し
ま
す
。

○
ね
た
き
り
老
人
の
見
舞
金
｛
年
一
回

｝
が
五
千
円
か
ら
六
千

円
に
な
り
ま

し
た
。

○
八
十
才
以
上
の
方
に
支
給
す
る
町
の
　

敬
老
年
金
（
年
一
回
）
が
三
千
円
か

ら
五
千
円
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

町
社
会
福
祉
協
讓
会
へ
左
記
の

方
々
か
ら
暖

い
寄
付
が
寄

せ
ら
れ

ま

し
た
。
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ

ま
す
。

｡…
大
町
南

小
西
常
夫
氏

（
五
千
円

）

・
‥・
日
本
民
謡
福
鳥
桃
元
会

代
表

後
藤
松
雄
氏

（
五
千
円

）

φ
桑
折
町
字
壇
上
五
－

四

…ｍ
村
次
郎
氏
（
二
万
円
）

町
民
学
校
家
庭
の
圜

芸
の
講
師

今
月
の
納
税

固
定
資
産
税

国
　
保
　
税

第
一
期

忘
れ
ず
に
納
期
限
ま
で

納
め
ま
し
よ
う
。



ワ
イ
ル
病
の
予
防
接
種

次

に
よ
り
ワ
イ
ル
病
の
予
防
接
種
を

行
い
ま
す
。
粉
黛
者
は
役
場
保
健
術
生

係

ま
で
申
し
込
ん
で
下

さ
い
。

Ｏ
期
日

第
一
回
四
月
二
十
二
日

・
二
・
四
月
三
十
日

Ｏ
時
間

午
後
一
時
十
五
分
か
ら
四
十

五
分
ま
で

Ｏ
場
所

町
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

料
金
　

一
人
一
回
二
百
円

（
昨
年
受
け
た
方
は
一
回

の
み
）

傑

髄
衛
生
係

一

公
２
‐
‐

―
祕
４
１
６
‐

労
働
保
険
の
更
新

事
裏
主
の
み
な
さ
ん
、
昭
和
五
卜
￥

度
の
労
働
保
険
｛
労
災
保
険
、
履
用
保

険
（
失
業
保
険
‘
）
の
年
贋
更
新
の
畤

期
が
ま
い
り
ま
し
た
。

今
年
の
年
度
更
新
は
、
労
災
保
険
率

の
引
上
げ
、
雇
用
保
険
率
の
一
部
改
訂

が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
。
四
月
切
め
に

局
、
県

か
ら
送
付
さ
れ
る
申
告
用
祇
と

だ
人
要
領
を
よ
く
む
読
み

い
た
だ
い
て

五
月
十
五
日
ま
で
に
、
自
主
申
告
、
自

主
納
付
を
も
よ
り
の
金
融
機
関
、
邸
便

局

、
労
働
基
準
監
竹
署
ま
た
は
県
失
業

保
険
疎
に
さ
れ
ま
す
よ
う
お
噸

い
い
た

し
ま
す
。

ま
た
、
朗
日

ま
で
に
申
告
が
で
き
る

よ
う
、
質
金
台
帳
等
を
整
備
し
て
お
か

れ
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

福
鳥
労
働
４

準
局

福
鳥
県
商
工

労
働
部

事
業
所
統
計
調
査
に
　

ご
協
力
を

総
理
府
統
針
局
で
は
、
五
月
十
五
凵

現
在
で
全
国
い
っ
せ
い
に
４
裏
所
統
計

調
査
を
行
い
ま
す
。

こ
の
調
責
は
ご

』一
年
ご
と
に
国

が
実

施
す
る
統
計
調
立
で
、
全
国
の
嘔
務
所

店
舗
、
旅
館
、
学
枚
、
病
院
、
寺
院
な

ど

す
べ
て
の
畊
業
所
に
つ
い
て
あ
ら

ゆ
る
糾
査
を
行

な
う
、
い
わ
ば
事
業
所

の
国
勢
調
査
と
も

い
え
る
大
切
な
釧
査

で
す
。

お
忙
し
い
と

こ
ろ
恐
縮
で
す

が
、
御
協
力
く

だ
さ
る
よ
う
お

轂
い
い
た
し
ま

す
。

国
保
被
保
険
者
証
の

交
換
は
す
み
ま
し
た
か

四

月

’
日

か
ら
国
民
健
康
保
険
の
被

傑
険
者
証

が
、
黄
色
の
斯
し
い
も
の
に

か
わ
り
ま
し
た

。
今
ま
で
の
ほ
険
趾
は

三
月
三
十
一
凵
限
り
で
使
え

ま
せ
ん
の

で
。
ま
だ
交
換
し
て
い
な
い
人
は
今
す

ぐ
役
鳩
国
保
係
で
交

換
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
遠
く
の
掌
校
に
行
く
た
め
文

付
す
る
靨
や
、
長

い
間
住
所
を
雌
れ
る

た
め
の
ｎ
筌

ど
の
保
険
証
も
交
換
し
ま

す
の
で
忘
れ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
。
わ
か
ら
な
い
点
は
、
国

保

係
に
む
た
ず
ね
く
。だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
注
射
の

サ
ー
ビ
ス
日

先
月
号
で
、
畜
犬
登
緑
と
狂
犬
病
予

防
注
射
の
日
程
を
お
知

ら
せ
し
ま
し
た

が
、
そ
の
日
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
の

た
め
に
再
び
行

い
ま
す

。

○
と
き

四
Ｈ
二

‐
1
‐
九
日

Ｏ
畔
間

九
時
三

十
分
↓

一
時

Ｏ
場
所

投
場
車
庫
前

○
料
金

七
百
四
十
円

※
犬
の
放
し
飼
い
は

絶
対
に
し
な
い

で
く
だ
さ

い
。

‐ ‐

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

・
　

｛
．
‘・
月

中
に
鰛

け
ら
お
た

人

欷
豚

略
‘

・
父

の

氏

名
　

子

の

名
　

部

落

赤

井

畑

疑

則

喜

久

子
　

駅

前

齋

蒔

則

雄
　
　

洋
　
　

源

宗

山

石

川

武

正
　

稚

佳

子
　

駅

前

高

檎

豊

光
　

智

子

山

崎

小

舘

蓬

Ⅲ

悛

‥
　
　

英

利

子
　

宮

町

北

渋

谷

貞

明
　

竜

矢
　

光

明

寺

武

田

新

一
　
　

美

弥

子
　

宮

町

南

三

浦

久

男
　

靖

崇
　

錦

町

鴨

田

正

復
　

敏

和
　

内

谷

西

烈

剛

勝

夫
　

由

葵

子
　

泉

田

下

吃

久

間

利

信

信

哉
　

鶉

町

渡

邊

幸

一
　
　

仁

志
　

泉

田

Ｆ

宍

戸

豊

七
　

孝

光
　

宮

前

菊

地

義

雄
　

信

子
　

滝

山

菊

地

良

七
　
　

守
　

石

毋

田

原

お

く

や

み

申

し

あ

げ

ま

す
　

１
一
月
中

に
屬
ｌ
ら
れ

た
人

敬
斥
略

）

氏
　

名
　

年

令

部

落

渡

邊

キ

ミ
　
8
2
　

大

町

北

新

妻

ミ

ッ
　

卯
　

錦

町

仲

田

し

も
　
9
6
　

富

北

八

鳥

キ

ッ
　
8
6
　

山

崎

北

神

尾

カ

ヨ
　
4
7
　

町

東

小

西

正

吉
　
7
6
　

大

町

南

鴨

田

太

重

郎
　
7
9
　

内

谷

東

佐

藤

か

つ

よ
　
7
9
　

内

谷

東

大

沼
　

ユ

ウ
　
7
9
　

貝

Ⅲ

樋
口
か
ね
よ
　
7
3
　
錦

町

佐
藤

八
郎
　
7
6
　
原

町

我
妻
松
次
郎
　
5
0
　
板

橋

編
集

日

記

▽
春
ら
ん
ま
ん
の
四
月

。
ホ
カ
ホ
カ
隅

気
に
つ
い
ウ
ト
ウ
ト
と
…
…
。
め
ま
ぐ

る
し
い
世
の
中

だ
け
れ
ど
、
た
ま
に
は

の
ん
び
り
と
、
ゆ
く
春
を
満
喫
し
ま
し

▽
四
日
は
各
小
学
枚
の
入
学
式
、
ビ

カ

ピ
カ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
い
な

が
ら

期
待
に
脚
を
ふ
く
ら
ま
せ
て

い
る
一
年

生
。
あ
た
か
も
、
一
日

か
４
高
速
遭
谿

が
閧
通
し
、
町
も
画
期
的
な
第
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。
こ
の
子
た
ら
が
大

き
く
な
る
頃
は
町
の
様
相
も
大
き
く
変

わ
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

▽
今
月
か
ら
表
紙
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え

て
お
届
け
し
ま
す
。
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
広
報
に
つ
い
て
、
お
気
付
き
の
点

や
、
ご
愈
ｇ

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
係
ま

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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